
- 1 -

日
高
八
雲
神
社
「
忠
魂
碑
」
に
つ
い
て

：
附
「
徴
馬
記
念
碑
」

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

日
高
○
一

忠
魂
碑

大
迫
尚
敏

発
智
庄
平

発
智
庄
平

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

小
池
銀
次
郎

一
九
一
三
・
大
正
二

高
萩

八
坂
神
社
（
高
萩
神
社
）

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
日
高
市
髙
萩
地
区
の
若
者
た
ち
に
つ
い
て
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

戦
死
者
を
追
悼
す
る
「
忠
魂
碑
」
で
あ
る
。
徴
発
さ
れ
た
軍
馬
を
ま
つ
る
「
記
念
碑
」
が
併
設
さ
れ
て
い

る
。
碑
の
立
つ
神
社
は
八
坂
神
社
だ
が
、
通
称
と
し
て
高
萩
神
社
と
も
呼
ば
れ
る
。

○
写
真
１

忠
魂
碑
正
面

○
写
真
２

題
額
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○
写
真
３

忠
魂
碑
背
面

○
写
真
４

「
碑
記
」
部
分

○
写
真
５

「
徴
馬
記
念
碑
」
正
面
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二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

＊
正
面

◎
題
額

忠
魂
碑

陸
軍
大
將
正
三
位
子
爵
大
迫
尚
敏
書

＊
背
面

◎
碑
記

忠
魂
碑
陰
銘

曩
露
國
之
侵
東
亞
也
一
舉
將
略
朝
鮮
朝
鮮
若
色
乎
我
外
垣
以
壞
外
防
以
崩
憬
家
豈
可
一
日
寧
息
乎
於
是
睿
聖
文
武

明
治
天
皇
赫
然
震
怒
爰
興
六
師
征
討
露
憬
艨
艟
闘
艦
蔽
海
以
進
旭
旗
翩
于
雞
林
之
野
征
馬
嘶
於
滿
州
之
原
熊
羆
之
士
奮
撃
進
闘
砲

聲
撼
天
劍
光
閃
地
無
戰
不
勝
無
攻
不
取
就
中
旅
順
之
爲
地
要
塞
貽
阻
稱
難
攻
不
落
彼
據
焉
抗
我
我
軍
圍
之
半
慕
悪
戰
苦
闘
相

継
鮮
血
迸
肉
塊
飛
死
傷
簇
出
不
可
勝
算
然
以

天
皇
之
稜
威
與
将
卒
之
忠
勇
遂
攻
陷
之
矣
於
是
乎
日
露
之
勝
敗
以
決
東
亜
之
大
局
以
定
國
運
隆
隆
勃
興
得
以
列
于
世
界
一
等
國

之
班
於
戲
豈
不
盛
哉
是
役
入
間
郡
髙
萩
村
民
從
軍
者
九
十
二
人
而
戰
死
若
病
没
者
凡
十
人
曰
陸
軍
歩
兵
伍
長
勲
八
唖
功
七
級

佐
久
間
熊
太
郎
同
上
唖
兵
勳
八
等
功
七
級
天
野
勘
藏
同
上
唖
兵
勲
八
唖
功
七
級
須
間
九
十
九
治
同
砲
兵
上
唖
兵
勲
八
等
功
七
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級
清
水
佐
太
郎
同
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
大
河
原
代
造
同
一
唖
卒
勳
八
等
功
七
級
岡
村
粕
□
同
一
等
卒
勳
八
等
長
岡
鶴
□
同
二

唖
卒
勳
八
等
大
河
原
菊
造
同
輜
重
輸
卒
岡
野
藤
□
郎
同
輜
重
輸
卒
金
子
茂
十
郎
概
皆
賜
勲
章
賞
其
功
亦
可
謂
死
有
餘
榮
矣
頃

者
帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會
諸
氏
相
謀
東
西
奔
走
得
村
有
志
者
之
賛
助
建
忠
魂
碑
於
郷
校
之
前
請
揮
毫
於
大
侭
陸
軍
大
将

大
将
喜
書
以
賜
焉
碑
面
三
大
字
則
是
又
嘱
余
作
碑
陰
文
余
大
嘉
諸
氏
之
恊
心
戮
力
完
成
義
舉
因
不
以
不
文
辞
叙
其
梗
概
係
之

以
銘
曰

入
間
之
水

奔
流
湯
湯

秩
父
之
岳

秀
聳
崢
嶸

征
露
役
起

奮
辭
此
郷

所
在
力
戰

破
陣
陷
城

惟
忠
惟
勇

取
義
舎
生

功
名
萬
古

岳
崇
水
長

日
本
弘
道
會
理
事
兼
霞
關
支
會
長
發
智
庄
平
示
并
書

大
正
二
年
癸
丑
十
一
月
下
浣

建
設
發
起

帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會

仝

賛
助

髙
萩
村
有
志
者
一
同

川
越
小
池
銀
次
郎
鐫

＊
異
体
字
等

○
色

亡
。

○
憬

國
。

○
貽

嶮
。
○
慕

歳
。

○
隆

隆
。

○
唖

等
。

○
勳

勲
。

○
粕

兼
。

○
侭

迫
。

○
示

撰
。

＊
漢
籍
の
表
記
法
に
倣
い
、「
明
治
天
皇
」
を
二
字
分
上
げ
、「
天
皇
」
を
一
字
分
上
げ
て
、
全
体
を
二
字
分
下
げ
て
記
載
し
て
い
る
。



- 5 -

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

忠
魂
碑

陸
軍
大
將
正
三
位
子
爵
大
迫
尚
敏
書

◎
碑
記

忠
魂
碑
陰
銘

曩
、
露
國
之
侵
東
亞
也
、
一
舉
將
略
朝
鮮
。

朝
鮮
若
亡
乎
、
我
外
垣
以
壞
、
外
防
以
崩
、
國
家
豈
可
一
日
寧
息
乎
。

於
是
睿
聖
文
武
明
治
天
皇
、
赫
然
震
怒
、
爰
興
六
師
、
征
討
露
國
。

艨
艟
闘
艦
蔽
海
以
進
、
旭
旗
翩
于
雞
林
之
野
、
征
馬
嘶
於
滿
州
之
原
、
熊
羆
之
士
奮
撃
進
闘
。

砲
聲
撼
天
、
劍
光
閃
地
。

無
戰
不
勝
、
無
攻
不
取
。

就
中
、
旅
順
之
爲
地
、
要
塞
嶮
阻
、
稱
難
攻
不
落
。
彼
據
焉
、
抗
我
。

我
軍
圍
之
半
歳
、
惡
戰
苦
闘
、
相
繼
鮮
血
迸
、
肉
塊
飛
、
死
傷
簇
出
、
不
可
勝
算
。

然
、
以
天
皇
之
稜
威
與
將
卒
之
忠
勇
、
遂
攻
陷
之
矣
。

於
是
乎
、
日
露
之
勝
敗
以
決
、
東
亜
之
大
局
以
定
。

國
運
隆
隆
勃
興
、
得
以
列
于
世
界
一
等
國
之
班
。

於
戲
豈
不
盛
哉
。

是
役
、
入
間
郡
髙
萩
村
民
從
軍
者
九
十
二
人
。
而
戰
死
若
病
没
者
凡
十
人
。

曰
、

陸
軍
歩
兵
伍
長
勲
八
等
功
七
級
佐
久
間
熊
太
郎
、

同

上
等
兵
勳
八
等
功
七
級
天
野
勘
藏
、

同

上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
須
間
九
十
九
治
、

同
砲
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
清
水
佐
太
郎
、

同
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
大
河
原
代
造
、

同

一
等
卒
勳
八
等
功
七
級
岡
村
兼
□
、

同

一
等
卒
勳
八
等
長
岡
鶴
□
、

同

二
等
卒
勳
八
等
大
河
原
菊
造
、

同
輜
重
輸
卒
岡
野
藤
□
郎
、

同
輜
重
輸
卒
金
子
茂
十
郎
。

概
皆
賜
勲
章
、
賞
其
功
。
亦
可
謂
死
有
餘
榮
矣
。

頃
者
、
帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會
諸
氏
、
相
謀
、
東
西
奔
走
、
得
村
有
志
者
之
賛
助
、
建
忠
魂
碑
於

郷
校
之
前
。

請
揮
毫
於
大
迫
陸
軍
大
將
。

大
將
喜
、
書
以
賜
焉
。

碑
面
三
大
字
、
則
是
。

又
囑
余
作
碑
陰
文
。

余
大
嘉
諸
氏
之
恊
心
戮
力
完
成
義
舉
。
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因
不
以
不
文
辞
、
叙
其
梗
概
、
係
之
以
銘
。

曰
、入

間
之
水
、
奔
流
湯
湯
。
秩
父
之
岳
、
秀
聳
崢
嶸
。

征
露
役
起
、
奮
辭
此
郷
。
所
在
力
戰
、
破
陣
陷
城
。

惟
忠
惟
勇
、
取
義
舎
生
。
功
名
萬
古
、
岳
崇
水
長
。

日
本
弘
道
會
理
事
兼
霞
關
支
會
長
發
智
庄
平
撰
并
書
。

大
正
二
年
癸
丑
十
一
月
下
浣

建
設
發
起
、
帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會
。

仝

賛
助
、
髙
萩
村
有
志
者
一
同
。

●
訓
訳

忠
魂
碑
陰
の
銘
。

曩
に
、
露
國
の
東
亞
を
侵
す
や
、
一
舉
に
し
て
將
に
朝
鮮
を
略
せ
ん
と
す
。

さ
き朝

鮮
若
し
亡
ば
ば
、
我
が
外
垣
は
以
て
壞
れ
、
外
防
は
以
て
崩
る
。
國
家
豈
に
一
日
と
し
て
寧
息
す
べ

ほ
ろ

け
ん
や
。

是
に
お
い
て
睿
聖
文
武
な
る
明
治
天
皇
、
赫
然
と
し
て
震
怒
し
、
爰
に
六
師
を
興
し
、
露
國
を
征
討
す
。

こ
こ

艨
艟
闘
艦

海
を
蔽
ひ
て
以
て
進
み
、
旭
旗
は
雞
林
の
野
に

翩

り
、
征
馬
は
滿
州
の
原
に
嘶
き
、
熊

ひ
る
が
へ

羆
の
士
奮
撃
進
闘
す
。

砲
聲
天
を
撼
か
し
、
劍
光
地
に
閃
く
。

う
ご

ひ
ら
め

戰
ふ
と
し
て
勝
た
ざ
る
は
な
く
、
攻
む
る
と
し
て
取
ら
ざ
る
は
な
し
。

就

中
、
旅
順
の
地
た
る
、
要
塞
嶮
阻
に
し
て
、
難
攻
不
落
と
稱
す
。
彼
焉
に
據
り
、
我
に
抗
す
。

な
か
ん
ず
く

こ
こ

我
が
軍
之
を
圍
む
こ
と
半
歳
、
惡
戰
苦
闘
し
、
相
繼
ぎ
て
鮮
血
迸
り
、
肉
塊
飛
び
、
死
傷
の
簇
出
す
る

こ
と
、
算
ふ
る
に
勝
ふ
べ
か
ら
ず
。

然
り
し
て
、
天
皇
の
稜
威
と
將
卒
の
忠
勇
と
を
以
て
、
遂
に
之
を
攻
め
陷
と
せ
り
。

是
に
お
い
て
か
、
日
露
の
勝
敗
以
て
決
し
、
東
亞
の
大
局
以
て
定
ま
る
。

國
運
隆
隆
と
し
て
勃
興
し
、
以
て
世
界
一
等
國
の
班
に
列
す
る
を
得
た
り
。

於
戲
、
豈
に
盛
ん
な
ら
ざ
る
か
。

あ

あ

是
の
役
、
入
間
郡
髙
萩
村
民
、
從
軍
せ
る
者
九
十
二
人
に
し
て
、
戰
死
若
し
く
は
病
没
せ
る
者
凡
そ
十

人
な
り
。

曰
く
、

陸
軍
歩
兵
伍
長
勲
八
等
功
七
級
佐
久
間
熊
太
郎
、

同

上
等
兵
勳
八
等
功
七
級
天
野
勘
藏
、

同

上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
須
間
九
十
九
治
、

同
砲
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
清
水
佐
太
郎
、

同
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
大
河
原
代
造
、

同

一
等
卒
勳
八
等
功
七
級
岡
村
兼
□
、

同

一
等
卒
勳
八
等
長
岡
鶴
□
、

同

二
等
卒
勳
八
等
大
河
原
菊
造
、

同
輜
重
輸
卒
岡
野
藤
□
郎
、

同
輜
重
輸
卒
金
子
茂
十
郎
。
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概
ね
皆
な
勲
章
を
賜
り
、
其
の
功
を
賞
せ
ら
る
。
亦
た
死
し
て
餘
榮
有
り
と
謂
ふ
べ
し
。

頃
者
、
帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會
の
諸
氏
、
相
ひ
謀
り
、
東
西
奔
走
し
、
村
有
志
者
の
賛
助
を
得
、

こ
の
ご
ろ

忠
魂
碑
を
郷
校
の
前
に
建
つ
。

揮
毫
を
大
迫
陸
軍
大
將
に
請
ふ
。

大
將
喜
び
、
書
し
て
以
て
賜
へ
り
。

碑
面
の
三
大
字
、
則
ち
是
れ
な
り
。

又
た
余
に
囑
し
て
碑
陰
の
文
を
作
ら
し
む
。

余
大
い
に
諸
氏
の
恊
心
戮
力
し
て
義
舉
を
完
成
す
る
を
嘉
す
。

因
り
て
文
辞
な
ら
ざ
る
を
以
て
せ
ず
し
て
、
其
の
梗
概
を
敘
し
、
之
に
係
く
る
に
銘
を
以
て
す
。

曰
く
、

入
間
の
水
は
、
奔
流
湯
湯
た
り

秩
父
の
岳
は
、
秀
聳
崢
嶸
た
り

征
露
の
役
起
り
、
此
郷
を
奮
辭
し
、

所
在
に
力
戰
し
、
陣
を
破
り
城
を
陷
と
す
。

惟
だ
忠
惟
だ
勇
、
義
を
取
り
て
生
を
舎
つ
。

す

功
名
は
萬
古
な
り
、
岳
は
崇
く
水
は
長
し
。

日
本
弘
道
會
理
事
兼
霞
關
支
會
長
發
智
庄
平
撰
し
并
せ
て
書
す
。

大
正
二
年
癸
丑
十
一
月
下
浣
。

建
設
發
起
、
帝
國
在
郷
軍
人
會
髙
萩
分
會
。

仝

賛
助
、
髙
萩
村
有
志
者
一
同
。

●
人
物

○
明
治
天
皇

名
は
睦

仁
。
幼
名
祐

宮
。
孝
明
天
皇
の
第
二
子
。
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
か
ら

む
つ
ひ
と

さ
ち
の
み
や

明
治
四
五
（
一
九
一
二
）
年
、
在
位
は
一
八
六
七
年
か
ら
。

○
大
迫
尚
敏

天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
。
薩
摩
藩
士
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
藩
校
造
士
館
で
学
ぶ
。
薩
英
戦
争
・
戊
辰
戦
争
に
従
軍
。
明
治
維
新
後
、
陸
軍
に
入
隊
。
明
治

十
年
、
陸
軍
大
尉
と
し
て
西
南
戦
争
に
従
軍
。
第
四
師
団
参
謀
長
な
ど
を
経
て
、
同
二
十
五
年
に
陸
軍
少

将
に
進
み
旅
団
長
と
し
て
日
清
戦
争
に
従
軍
。
陸
軍
中
将
に
進
み
、
同
三
十
三
年
に
は
初
代
師
団
長
永
山

武
四
郎
の
後
任
と
し
て
旭
川
の
第
七
師
団
長
に
就
任
。
日
露
戦
争
で
は
第
七
師
団
を
率
い
て
旅
順
攻
防
戦

に
参
加
、
二
○
三
高
地
攻
撃
に
当
た
る
。
奉
天
会
戦
に
も
参
戦
し
、
同
三
十
九
年
に
は
陸
軍
大
将
に
進
む
。

同
四
十
年
に
予
備
役
と
な
り
、
大
正
元
年
か
ら
は
、
殉
死
し
た
乃
木
希
典
の
後
任
と
し
て
学
習
院
院
長
に

就
任
。
同
六
年
ま
で
務
め
た
。

○
發
智
庄
平

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
か
ら
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
。
発
智
家
二
十
七
代
目
当
主
。

入
間
郡
黒
須
村
（
現
入
間
市
）
の
名
主
繁
田
家
に
生
ま
れ
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）
年
に
十
九
歳
で
発

智
家
に
入
り
婿
と
な
っ
て
家
を
継
ぐ
。
家
業
の
か
た
わ
ら
、
埼
玉
県
師
範
学
校
高
等
師
範
科
で
学
び
、
卒

業
後
、
黒
須
高
等
小
学
校
の
訓
導
兼
校
長
に
任
じ
教
育
に
あ
た
る
。
霞
ヶ
関
青
年
道
徳
研
究
会
や
発
智
農

会
な
ど
社
会
人
教
育
に
も
力
を
入
れ
、
県
内
初
の
児
童
養
護
施
設
「
埼
玉
育
児
院
」
を
援
助
し
院
長
も
つ

と
め
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
に
は
、
「
霞
ヶ
関
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
を
創
設
し
た
。

●
注
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○
一
舉

一
つ
の
動
作
。

○
外
垣

外
回
り
の
垣
。

○
外
防

外
に
対
す
る
防
御
。

○
寧
息

や
す
ら
か
に
休
む
。

○
睿
聖

睿
は
叡
に
同
じ
。
聡
明
。
睿
聖
で
、
理
解
力
徳
性
が
抜
群
に
優
れ
る
。
帝
王
の
呼
称
。

○
文
武

学
問
と
武
術
。

○
赫
然

怒
る
さ
ま
。

○
六
師

六
軍
。
天
子
の
軍
隊
。

○
艨
艟

戦
船
。

○
闘
艦

い
く
さ
船
、
戦
艦
。

○
旭
旗

旭
日
旗
。
朝
日
を
模
様
化
し
た
旗
。
日
本
海
軍
の
軍
旗
。
こ
こ
で
は
海
軍
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
軍
旗
を
言
う
だ
ろ
う
。

○
雞
林

新
羅
の
古
称
。
の
ち
朝
鮮
全
体
の
称
。

○
征
馬

軍
馬
。

○
滿
州

今
の
中
国
東
北
部
の
旧
称
。

○
熊
羆

勇
士
の
た
と
え
。

○
奮
撃

力
の
限
り
攻
撃
す
る
。

○
就
中

と
り
わ
け
、
な
か
で
も
。

○
旅
順

遼
東
半
島
南
端
に
位
置
す
る
街
で
、
ロ
シ
ア
海
軍
基
地
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

○
要
塞

険
し
く
攻
め
に
く
い
と
こ
ろ
に
作
っ
た
砦
。
こ
こ
で
は
険
し
く
攻
め
に
く
い
さ
ま
。

○
嶮
阻

嶮
は
險
に
同
じ
。
嶮
阻
で
地
勢
が
け
わ
し
い
さ
ま
。

○
彼

ロ
シ
ア
軍
。

○
我

日
本
軍
。

○
圍
之
半
歳

旅
順
の
戦
い
は
、
一
九
○
四
年
八
月
か
ら
約
五
ヶ
月
間
に
渉
っ
た
。

○
死
傷

旅
順
の
戦
い
に
お
け
る
日
本
軍
の
死
傷
者
は
六
万
人
を
超
え
た
（
ロ
シ
ア
軍
三
万
人
）
。

○
簇
出

簇
は
群
が
る
。
熟
語
は
な
い
が
、
群
が
る
よ
う
に
発
生
す
る
、
の
意
味
だ
ろ
う
。

○
稜
威

天
子
の
威
光
。

○
大
局

全
体
的
な
情
勢
。

○
國
運

国
家
の
命
運
。

○
隆
隆

勢
い
の
盛
ん
な
さ
ま
。

○
班

位
、
席
次
。

○
輜
重
輸
卒

軍
需
品
の
輸
送
を
任
務
と
す
る
兵
卒
。

○
餘
榮

あ
り
あ
ま
る
光
。
死
後
に
ま
で
及
ぶ
ほ
ま
れ
。

○
帝
國
在
郷
軍
人
會

在
郷
軍
人
と
は
、
平
時
は
郷
里
で
生
業
に
つ
き
、
戦
時
に
は
必
要
に
応
じ
て
召

集
さ
れ
る
予
備
役
や
退
役
の
軍
人
。
在
郷
軍
人
会
は
、
在
郷
軍
人
の
全
国
組
織
。
各
連
隊
や
、
地
域
ご

と
に
支
部
会
が
あ
り
、
町
村
で
は
分
会
が
設
け
ら
れ
た
。

○
郷
校

村
里
の
学
校
。

○
恊
心

恊
は
、
協
に
同
じ
。
協
心
は
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
る
こ
と
。

○
戮
力

戮
は
、
勠
に
同
じ
。
勠
力
は
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
。

○
文
辞

文
章
。
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○
銘

韻
文
の
一
種
。
碑
文
は
事
柄
を
客
観
的
に
記
述
す
る
散
文
の
「
碑
記
」
と
、
そ
の
こ
と
を
情
緒

的
に
韻
文
で
う
た
う
「
銘
」
か
ら
な
る
。
銘
を
伴
わ
な
い
碑
文
も
あ
る
。

○
湯
湯

水
が
盛
ん
に
流
れ
る
さ
ま
。

○
崢
嶸

高
く
険
し
い
さ
ま
。

○
所
在

い
た
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
か
し
こ
。

○
力
戰

力
の
限
り
戦
う
。

○
日
本
弘
道
會

明
治
期
創
設
の
教
化
団
体
。
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
西
村
茂
樹
創
設
の
修
身
学
舎

が
前
身
。
同
二
十
年
に
日
本
弘
道
会
と
改
称
。
忠
孝
・
敬
神
・
皇
室
尊
重
を
う
た
い
、
教
育
勅
語
を
奉

じ
て
儒
教
的
道
徳
教
育
を
主
張
し
た
。
各
地
に
分
会
が
設
け
ら
れ
た
が
、
発
智
庄
平
が
主
導
し
た
黒
須

支
会
は
活
発
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
。

○
下
浣

下
旬
。

●
口
語
訳
（
章
立
て
と
小
見
出
し
は
訳
者
が
便
宜
的
に
つ
け
た
）

【
碑
文
の
題
】

忠
魂
碑
背
面
の
銘
文
。

【
ロ
シ
ア
の
東
亜
侵
攻
】

以
前
の
こ
と
、
ロ
シ
ア
が
東
ア
ジ
ア
に
侵
攻
す
る
や
、
ひ
と
ふ
り
で
今
に
も
朝
鮮
を
略
取
し
そ
う
に

な
っ
た
。
も
し
も
朝
鮮
が
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
我
が
国
の
外
壁
が
壊
れ
、
外
に
対
す
る
防
御
の
仕

組
み
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
日
本
国
と
し
て
一
日
も
や
す
ら
か
に
休
息
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

【
明
治
天
皇
の
英
断
】

か
く
し
て
、
理
解
力
徳
性
と
も
に
優
れ
、
文
武
両
道
に
通
じ
た
明
治
天
皇
陛
下
は
、
身
を
震
わ
せ
て

お
怒
り
に
な
り
、
天
子
の
軍
隊
を
出
動
さ
せ
て
、
ロ
シ
ア
を
征
討
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

【
皇
軍
の
進
軍
と
勝
利
】

大
小
の
軍
艦
が
海
を
埋
め
つ
く
さ
ん
ば
か
り
に
広
が
っ
て
進
み
、
陸
地
で
は
日
本
軍
の
軍
旗
が
朝
鮮

の
野
原
に
翻
り
、
軍
馬
は
満
州
の
平
原
で
嘶
き
、
熊
羆
に
等
し
い
勇
猛
な
る
日
本
軍
兵
士
が
力
の
限
り

攻
撃
し
、
進
撃
し
た
。

大
砲
の
音
は
天
を
動
か
さ
ん
ば
か
り
に
響
き
渡
り
、
鋭
い
刀
剣
は
各
地
で
キ
ラ
リ
キ
ラ
リ
と
閃
光
を

放
っ
た
。

戦
え
ば
必
ず
勝
ち
、
攻
め
れ
ば
必
ず
攻
め
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

【
旅
順
の
戦
い
と
勝
利
】

と
り
わ
け
遼
東
半
島
の
要
衝
の
地
で
あ
る
旅
順
は
、
険
し
く
攻
め
に
く
い
険
阻
な
と
こ
ろ
で
、
難
攻
不

落
と
称
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
軍
は
こ
こ
を
根
拠
地
と
し
、
我
が
軍
に
抵
抗
し
た
。

我
が
日
本
軍
は
旅
順
要
塞
を
包
囲
す
る
こ
と
半
年
に
及
び
、
悪
戦
苦
闘
、
相
次
い
で
鮮
血
が
ほ
と
ば
し

り
出
て
肉
塊
が
飛
び
散
る
と
い
う
大
い
な
る
被
害
を
蒙
り
、
死
傷
者
が
続
出
し
て
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
で

あ
っ
た
。

し
か
し
、
天
皇
の
偉
大
な
威
光
と
将
軍
兵
卒
の
忠
義
勇
気
に
よ
り
、
つ
い
に
旅
順
を
攻
め
落
と
し
た
の

で
あ
る
。

【
戦
局
の
決
定
と
日
本
の
勃
興
】

こ
の
勝
利
に
よ
り
、
日
露
戦
役
の
勝
敗
は
決
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
全
体
的
な
情
勢
に
お
い
て
も
、

日
本
の
優
位
性
が
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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以
後
、
我
が
国
の
命
運
は
盛
ん
に
勃
興
し
、
世
界
一
等
国
の
席
を
得
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
あ
、
な
ん
と
い
う
盛
ん
な
こ
と
で
は
な
い
か
。

【
髙
萩
村
の
従
軍
者
】

日
露
の
戦
役
に
お
い
て
、
入
間
郡
髙
萩
村
の
若
者
で
、
従
軍
し
た
者
は
九
十
二
人
で
あ
り
、
そ
の
う

ち
十
名
が
戦
死
、
も
し
く
は
戦
病
死
し
て
帰
ら
な
か
っ
た
。

英
霊
は
以
下
の
通
り
。

陸
軍
歩
兵
伍
長
勲
八
等
功
七
級
佐
久
間
熊
太
郎
、

同

上
等
兵
勳
八
等
功
七
級
天
野
勘
藏
、

同

上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
須
間
九
十
九
治
、

同
砲
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
七
級
清
水
佐
太
郎
、

同
歩
兵
一
等
卒
勲
八
等
大
河
原
代
造
、

同

一
等
卒
勳
八
等
功
七
級
岡
村
兼
□
、

同

一
等
卒
勳
八
等
長
岡
鶴
□
、

同

二
等
卒
勳
八
等
大
河
原
菊
造
、

同
輜
重
輸
卒
岡
野
藤
□
郎
、

同
輜
重
輸
卒
金
子
茂
十
郎
。

ほ
と
ん
ど
が
勲
章
を
賜
り
、
功
績
を
賞
誉
さ
れ
た
。
死
後
に
及
ぶ
誉
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

【
建
碑
の
企
て
】

近
頃
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
髙
萩
分
会
の
諸
氏
が
と
も
に
相
談
し
、
東
奔
西
走
し
て
、
村
の
有
志
者
の
賛

助
を
得
て
、
忠
魂
碑
を
村
の
学
校
の
前
に
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

題
額
の
揮
毫
を
、
大
迫
尚
敏
陸
軍
大
将
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
大
将
は
大
変
喜
び
、
揮
毫
を
書
い
て

く
だ
さ
っ
た
。
石
碑
正
面
の
「
忠
魂
碑
」
の
三
大
文
字
が
そ
れ
で
あ
る
。

【
碑
文
の
撰
述
】

さ
ら
に
ま
た
、
私
に
石
碑
背
面
に
刻
む
碑
文
の
作
成
を
依
頼
し
て
き
た
。
私
は
、
在
郷
軍
人
会
の
諸
氏

が
心
を
一
つ
に
合
わ
せ
、
力
を
合
わ
せ
て
、
忠
魂
碑
建
立
と
い
う
義
挙
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
と
て
も
よ

い
こ
と
だ
と
賛
美
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
章
に
よ
っ
て
こ
の
間
の
概
要
を
記
し
、
さ
ら
に
銘

文
を
書
き
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

【
銘
文
】

入
間
の
川
は
、
奔
流
が
蕩
々
と
い
つ
ま
で
も
流
れ

秩
父
の
山
は
、
空
高
く
、
険
し
く
聳
え
立
つ

ロ
シ
ア
遠
征
の
戦
役
が
起
こ
り
、
若
者
達
は
奮
い
立
っ
て
故
郷
を
辞
し
て
戦
地
に
赴
い
た

い
た
る
と
こ
ろ
で
力
の
限
り
戦
い
、
敵
陣
を
打
ち
破
り
城
郭
を
攻
め
落
と
し
た

た
だ
ひ
た
す
ら
忠
義
に
、
た
だ
ひ
た
す
ら
勇
敢
に
、
命
を
投
げ
出
し
て
正
義
を
つ
か
み
取
っ
た

そ
の
功
名
は
永
遠
に
続
く
、
秩
父
の
高
い
山
、
入
間
川
の
と
こ
し
え
の
流
れ
と
共
に

【
記
事
】

日
本
弘
道
会
理
事
兼
霞
ヶ
関
支
会
長
発
智
庄
平
が
撰
文
し
、
あ
わ
せ
て
書
し
た
。

大
正
二
年
癸
丑
の
歳
、
十
一
月
下
旬
。

建
設
の
発
起
者
は
、
帝
国
在
郷
軍
人
会
髙
萩
分
会
。

建
設
の
賛
助
者
は
、
髙
萩
村
有
志
者
一
同
。
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＊
付
録

「
徴
馬
紀
念
碑
」
に
つ
い
て

■
翻
刻

◎
題
額

徴

馬

紀

念

碑
◎
碑
記

明
治
二
十
七
年
七
月
日
清
交
戰
以
來
皇

軍
頻
ニ
勝
チ
頻
ニ
進
ム
進
ム
ニ
随
テ
兵

馬
ノ
多
數
ヲ
要
ス
爰
ニ
於
テ
徴
發
令
ア

リ
髙
萩
村
馬
十
五
頭
十
月
一
日
ノ
徴
集

ニ
應
ス
而
シ
テ
合
格
ス
ル
者
七
頭
相
送

テ
歸
ル
七
厩
俄
ニ
寂
寥
タ
リ
ト
雖
豈
之

ヲ
憂
ン
ヤ
唯
該
馬
健
全
戰
地
ニ
臨
テ
功

ヲ
奉
セ
ン
事
ヲ
國
家
ノ
為
ニ
是
祈
ノ
ミ

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日

髙
麗
大
記
撰

■
訳
注

●
本
文

◎
題
額

徴
馬
紀
念
碑
。

◎
碑
記

明
治
二
十
七
年
七
月
、
日
清
交
戰
以
來
、
皇
軍
頻
ニ
勝
チ
頻
ニ
進
ム
。

し
き
り

進
ム
ニ
随
テ
、
兵
馬
ノ
多
數
ヲ
要
ス
。

爰
ニ
於
テ
徴
發
令
ア
リ
。

髙
萩
村
馬
十
五
頭
、
十
月
一
日
ノ
徴
集
ニ
應
ス
。

而
シ
テ
合
格
ス
ル
者
七
頭
、
相
送
テ
歸
ル
。

七
厩
俄
ニ
寂
寥
タ
リ
ト
雖
、
豈
之
ヲ
憂
ン
ヤ
。

唯
該
馬
健
全
、
戰
地
ニ
臨
テ
功
ヲ
奉
セ
ン
事
ヲ
、
國
家
ノ
為
ニ
是
祈
ノ
ミ
。

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日
、

髙
麗
大
記
撰
。

●
人
物

○
髙
麗
大
記

文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
明
治
三
十
三
（
一
九
○
○
）
年
。
字
は
桜
陰
、
号
は
東
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駒
。
高
麗
郡
新
堀
村
（
現
日
高
市
）
に
、
高
麗
大
宮
社
別
当
職
明
純
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
漢
学

・
国
学
を
学
び
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
に
父
の
あ
と
を
継
い
で
高
麗
大
宮
寺
住
職
（
修
験
）
と
な

る
。
父
の
寺
子
屋
・
私
塾
も
受
け
継
ぎ
、
近
隣
子
弟
の
教
育
に
も
携
わ
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
令
を
受

け
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
に
修
験
を
や
め
て
復
飾
（
還
俗
）
し
、
高
麗
神
社
の
司
掌
と
な
る
。
同

四
（
一
八
七
一
）
年
、
飯
能
に
郷
学
校
が
開
校
す
る
と
講
師
と
な
り
、
同
六
（
一
八
七
三
）
年
に
小
学

校
が
設
け
ら
れ
る
と
私
塾
を
閉
じ
て
小
学
校
教
員
と
な
り
、
同
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
ま
で
つ
と
め

た
。
漢
詩
集
「
櫻
陰
詩
集
」
が
あ
る
。
高
麗
神
社
に
同
十
四
（
一
八
八
一
）
年
に
門
弟
達
に
よ
っ
て
筆

塚
碑
が
設
け
ら
れ
た
が
、
近
隣
二
十
ヶ
村
一
一
四
名
の
門
弟
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

●
語
注

○
明
治
二
十
七
年

西
暦
一
八
九
四
年
。

○
日
清
交
戰

日
清
戦
争
。
七
月
の
豊
島
沖
海
戦
に
よ
っ
て
開
始
し
た
。

○
皇
軍

天
皇
が
統
轄
す
る
軍
隊
。
も
っ
ぱ
ら
、
日
本
帝
国
陸
海
軍
を
言
う
。

○
頻

何
度
も
。

○
兵
馬

軍
馬
。

○
七
厩

出
征
し
た
馬
が
も
と
い
た
七
つ
の
厩
舎
。

○
寂
寥

空
虚
で
あ
る
さ
ま
。

●
口
語
訳

明
治
二
十
七
年
七
月
に
日
本
と
清
国
が
交
戦
し
て
よ
り
、
帝
国
陸
海
軍
は
何
度
も
勝
利
を
収
め
て
は
何

度
も
進
軍
し
た
。

し
か
し
進
軍
す
る
に
随
っ
て
、
多
数
の
軍
馬
が
必
要
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
軍
馬
徴
発
令
が
下
さ
れ
た
。

髙
萩
村
で
は
十
五
頭
の
馬
を
、
十
一
月
一
日
の
徴
集
に
応
じ
て
献
上
し
た
。
と
こ
ろ
が
合
格
す
る
も
の

は
七
頭
で
、
そ
れ
ら
を
見
送
っ
て
帰
郷
し
た
。

出
征
し
た
七
頭
の
い
た
厩
舎
は
、
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
憂
え
る
こ
と

が
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
送
っ
た
馬
た
ち
が
健
や
か
で
、
戦
地
に
お
い
て
功
績
を
奉
る
こ
と
を
、
国
家
の
た
め
に
祈
念
す

る
だ
け
だ
。

明
治
二
十
七
年
十
月
二
十
七
日
、

高
麗
神
社
宮
司
髙
麗
大
記
が
撰
文
し
た
。

三
．
資
料

（
一
）
『
埼
玉
の
神
社

入
間

北
埼
玉

秩
父
』（
埼
玉
県
神
社
庁
、
一
九
八
六
）

◎
日
高
市

○
八
坂
神
社

「
創
建
は
、
口
碑
に
よ
る
と
昔
、
当
地
に
熱
病
が
は
や
り
、
こ
れ
を
鎮
め
る
た
め
に
京
都
の
八
坂
社
か

ら
勧
請
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
当
初
、
曹
洞
宗
髙
萩
山
谷
雲
寺
の
境
内
に
鎮
守
と
し
て
祀
ら
れ
た
と

い
う
。
谷
雲
寺
は
「
コ
ク
ウ
ン
ジ
」
と
読
む
が
、
こ
れ
は
「
ヤ
グ
モ
」
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
当
社

の
創
建
は
寺
の
開
基
に
か
か
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
神
仏
分
離
ま
で
、
同
寺
が
当
社
の
管
理
に
当
た
っ

て
い
た
。
…
…
明
治
に
な
り
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
当
社
は
谷
雲
寺
境
内
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
た
。
」
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＊
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
に
記
事
無
し

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
埼
玉
県
神
道
青
年
会
編
『
埼
玉
県
の
忠
魂
碑
』（
埼
玉
新
聞
社
、
二
○
一
七
）

②
論
文
な
ど

・
な
し

以
上

二
○
二
四
年
十
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


